














































































































































































































































































































































































































た｡病気の状態は ｢湿り｣や ｢風｣や､｢熱｣や ｢乾
性｣など発生州でしばしば説明された｡TCMに関
する基本概念の一つはそれであるOそれは ｢気｣
であると断言できる｡｢気｣は人生の課程を活性化
して､維持するエネルギーで､子午線は､気がボ
ディーを通して循環する小道であり､TCM理論で
ボディーの気の流れが混乱させられるか､または
動物とその循環の間に不均衡があるとき､病気が
あることが分かり､刺激的な経穴の子午線を通し
た気の流れを変える｡従って､TCM理論によると､
子午線を通して気の流れを回復してバランスと健
康の状態をボディーに回復する結果､ハリ治療法
の効果が見られる｡また､獣医ハリ治療としては
ウマの四肢に打たれた矢の治療に使用され､ドイ
ツのシェパード犬､ヒマレイヤン猫､2羽のイン
コおよびイグアナ､ウマ､ラクダ､虎､又は象お
よびホイペット､ワラワラらなどが鍍灸医学によ
って助けられた事実がある｡
Ⅷ.漢方薬のEBM:和漢薬のある成分は､腸内細菌
の作用を受けて初めて効力を発揮することを確証
されプロドラッグであることを明示した｡また､
漢方製薬のある種のものはインターフェロンのイ
ンジューサー (有機物質)であることを明らかに
し､これらの成分は食物にも含まれ食品が極めて
深く関わっていることを強調した｡紀元前中国で
作成された ｢周礼｣に ｢食医｣､｢疾医｣､｢癌医｣､
｢獣医｣の四官が記されているという｡中国史に
よれば春秋時代は紀元前 770年から前403年
(東周時代の前半で､戦国時代以前)のことであ
るから､今から3000年ないし2500年以上
も前に中国では獣医が社会的にも認められていた
ことになる｡疾医と疲医が内科と外科に相当し､
その存在は当然としても､それと同格に獣医が処
遇されていたことは重視に値することである｡ま
た､食医は東洋医学の根幹思想を如実に表現して
いるものと受け止められる｡当時の医療水準は別
として､その考え方の偉大さには驚くばかりであ
る｡食物は生体を構成する成分の源泉であり､エ
ネルギー源でもある｡更に生体機能の調節にも不
可欠な要素で､食事は健康と直接的､間接的に深
く関わっている｡このことは万人の周知の事実で
あるが､その学問的ないし医学的情報は不十分で
未知の事がはなはだ多い｡このような意味から｢食
医｣についても考えを新たにして､｢食医｣の重要
性を認めていた古代中国精神なり思想を現在に活
用する必要があると思われる｡
今日､疾病の予防や早期治療が叫ばれているが､
｢食医｣の存在は未病を癒すことが何千年も前か
ら既に医療や獣医療の目標であった事実を示す証
拠であった｡西洋医学に欠落し､しばしば見過ご
されている点を東洋医学で補完して､最善の診療
を実施できるよう努めなければならない｡
結語 :古き時代から鋪灸医学がヒトにおける健康
に役立っていることは明らかであるが､獣医学の
間でも動物に多大な貢献をしていることが､外国
を始め､わが国の獣医界においても動物診療上す
でに大きく役立っている｡人の臨床鍍灸学は東洋
医学のみならず西洋医学と共に両者の至らない点
を補完しながらこれから ｢統合医療｣として発展
してゆくことが政府の意向であり､その方向で臨
床上大いに役立っことが予測できる｡いずれにし
ても東洋医学､西洋医学の区別なく発展してゆく
ことが予測できる｡東洋医学はヒトを全体的に捕
らえ全人的な診察が､きめ細かい所見に至っては
西洋医学に譲り､精査されて原因療法が行なわれ
て両医学が補い合って統合医療として形成されて
ゆくことになろう｡一方､動物の医療としては西
洋医学として人の医療と同じ方向で仔細に精査さ
れる獣医医療が行なわれる反面､動物を全人的に
みて心の癒し療法をも検討追加されることになろ
う｡動物がヒトと関わりあいながらヒト-の癒し
については全人的に認めるところはハンドリング
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から始まる｡鋪灸医学が動物の疾病-与える影響
はきっとよい影響が在るに違いないと同時に動物
がヒト-の癒し-寄与するところも大であると思
われる｡ヒトと動物が係わり合いお互いに癒し合
って生きてゆければよい関係が保て､健康面でも
相互に益するところ大であると確信する｡
終わりに､我が国における ｢獣医学促進におけ
るハリ治療の応用｣は森之宮医療技術専門学校図
書館の横山浩行先生に調査をお願いしたこと､獣
医東洋医学研究会の資料は､大阪市の竹内犬猫病
院の竹内裕司氏に資料を拝借したことに関し､深
甚なる謝意を述べる｡
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